
 

 
 

 

明日から、子どもたちが待ちに待った夏休みが始まります。今年は、２３日（日）までといつも

より短い休みですが、楽しく過ごせることを願っています。今日の休業前集会では、下記の４つに

ついて、話をしました。ご家庭でも７月に配付した「夏休みのすごし方」をもう一度子どもたちと

一緒にご覧になり、夏休みの過ごし方について確認してください。 

★水（水の事故に気をつけましょう）   
今年度は、学校で水泳授業を行うことができませんでした。 

実際に水に入ることができなかったので、水の危険や怖さに 

ついて、子どもたちに十分に指導できていません。また、例年、 

ライフサーバーがいる海水浴場でも、ライフセーバー未設置の 

場合が考えられるそうです。例年以上に水の事故に気を付けて 

ほしいと思っています。 

・子どもだけで、海や川に行かない。 

・水に入る前に準備運動をする。 

・釣りや川遊びの時は、必要に応じてライフジャケットを着用する。 

・離岸流に十分注意する。 

・大人は、子どもから目を離さない。 

★人（不審者・インターネットのトラブルに注意しましょう）   
開放的な気分になり、危険が増す時期です。遊ぶ時など、なるべく一人にな

らないことや、「だれとどこへ、何をしに出かけ、何時頃帰る」かを家の人に

必ず伝えて出かけることなど、もう一度子どもたちと確認してください。インターネットはとても

便利な道具ですが、まだ使い方に慣れていない子もいると思います。人も自分も傷つけない使い方

ができるよう、見守ってあげてください。 

★車（交通事故に気をつけましょう）   
自転車は被害者にも加害者にもなることがあります。ヘルメットの着用、 

スピードを出しすぎないなど、気を付けることを繰り返し確認してあげて 

ください。道路に不慣れな車も増える時期です。歩行や横断もいつも以上 

に気をつけてほしいです。 

★日（熱中症に気をつけましょう）   

急に暑くなりました。水分補給や帽子の着用を忘れないようにしましょう。 
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あいさつ・生活面より 

その他 

 

○雨の日が続いていますが、足元が悪い中でもしっかり列を作って歩けるように子ども 

たちが意識しながら歩いているようなので、よかったです。 

○白線の内側をきちんと列になって歩いていました。 

○バスで登校をしている子どもたちは、しっかりルールを守っていました。 

○夏場の海水浴シーズンが始まります。他県ナンバーの車の交通量が多くなるので、十分注意させたいです。 

○どの班の子どもたちも列を乱さず、歩いていました。 

●坂道、横断のある登下校の道。もう少し、中・高学年の低学年への気遣いがあってもいいかなと思います。 

●道路を２回渡る場所がありますが、上学年は全員が渡りきるまでしっかり見てほしいと思いました。 

●道路を横断する時に、一時停止をして、左右の安全確認をして、それから 

道路を横断するよう注意しました。 

●下校時、バスが発車する前に子どもたちがさわいでしまうことがあったの 

で、注意しました。これからも気を付けて見守っていきたいと思います。 

 

 

★バスの運転手さんが元気に手をふってくれてうれしかったです。 

★地区子ども会に初めて参加しましたが、6年生を中心に自分たちでしっかり話し合いができていました。危

険箇所では、親と子どもの目線で見る見方が全然違うので、気付かなかった危険な場所を子どもたちの発言

によって教えてもらいました。 

★家ではとてもあわただしく朝の時間が過ぎていきますが、バス停でバスが来るまでの時間はとてもゆった

りしていて、みんながのんびりのどかに過ごしています。平和だなぁ～とおだやかな気持ちになります。 

★小坂下は３人の児童に対し、2人の見守り隊がいらっしゃるので、安心してお願いしています。バス停付近

にはたくさんの草花が生い茂っていて、見守り隊のおじいちゃん、おばあちゃんからいろんなことを教わっ

ているようです。 

        ★他の学区で、信号のない横断歩道などを渡る時、班長が真ん中に立って、全員を渡らせ 

たら止まってくれた車に一礼をしていくという姿が時々見られます。安全面でももちろ 

んですが、止まった車もそういった姿は気持ちが良いなと感じました。 

  渡り終えたら、一礼があると、止まった車の運転手さんも気持ちがいい
ですね。今後、登校班長に指導していきたいと思います。 

○コロナの影響もあり、大きな声であいさつする子ども、軽くおじぎをする子ども、 

 それぞれの方法であいさつをしてくれます。こちらもしっかり一人一人の子ども 

たちにあいさつを返して、気持ちよく送り出してあげたいと思います。 

○目を見て大きな声であいさつしてくれました。工事の方にもあいさつをしていました。 

○マスク着用のため、聞こえづらいのですが、みんな地区の人たちにもきちんとあいさつをしていました。 

 もう少し大きな声だとより相手に聞こえるかなと思います。  

（マスクで口の動きも見えないので。） 

●自らあいさつをしてくれる子どもは一人もいませんでした。 

こちらから「おはよう」と声を掛けると「おはよう」と返っ 

てはきましたが、高学年から積極的な行動がなく、いつも残 

念に思っています。 

 新しい生活様式により、大きな声のあい
さつがいいのかどうかという声もありま
したが、おじぎなどの方法も含め、しっか
りあいさつをしていた子が多いようです。
引き続き、自分からあいさつができるよう
指導していきたいと思います。夏休み中、
地域の人に会ったら進んであいさつがで
きるよう「あいさつカード」をご活用くだ
さい。 


